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二
節
　
マ
イ
ン
ツ
市
の
統
治
構
造

　
二
　
領
邦
都
市
段
階
の
マ
イ
ン
ツ
の
統
治
構
造

　
2
　
一
四
六
九
年
の
『
特
権
状
』
と
大
司
教
の
都
市
統
治
機
構

　
　
2
　
大
司
教
の
都
市
統
治
機
構

　
〔
c
〕
「
世
俗
裁
判
所
」
　
第
三
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
こ
れ
も
帝
国
自
由
都
市
段
階
以
来
の
都
市
君
主
機
関
で
あ
っ
た
「
世
俗
裁
判

所
」
で
あ
る
。
そ
の
構
成
員
は
、
裁
判
長
の
財
務
官
囚
餌
ヨ
ヨ
Φ
器
「
、
そ
の
代
理
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
○
。
魯
巳
9
Φ
お
、
世
俗
裁
判
官

国
。
歌
謡
、
及
び
造
幣
長
官
ζ
雪
N
日
巴
ω
冨
憎
、
造
幣
請
負
仲
間
国
。
に
。
。
σ
q
Φ
口
。
ω
ω
窪
で
あ
っ
た
。
帝
国
自
由
都
市
段
階
に
お
い
て

は
、
前
三
者
が
「
世
俗
裁
判
所
」
を
構
成
し
て
い
た
が
、
後
二
者
は
独
立
し
た
「
造
幣
裁
判
集
会
」
を
構
成
し
て
い
た
。
従
っ
て
領

邦
都
市
段
階
に
至
り
、
こ
の
後
者
の
裁
判
所
が
「
世
俗
裁
判
所
」
に
統
合
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
世
俗
裁
判
所
」
の
管
轄
、
な
い
し
財
務
官
と
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
の
権
能
と
義
務
は
、
部
分
的
に
は
、
一
六
六
七
年
一
二
月
一
四
目

に
選
定
侯
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ー
ン
ボ
ル
ン
（
在
位
、
一
六
四
七
－
七
三
年
）
が
宮
廷
評
議
官
ヨ
ー
ハ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヨ
ド
チ
』
●
穿
し
o
O
o
o
一
に
授
与
し
た
授
権
書
か
ら
分
か
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
当
該
裁
判
所
は
帝
国
自
由
都
市
時
代

と
同
様
に
民
事
裁
判
所
で
あ
っ
て
、
民
事
事
件
を
審
理
し
た
。
告
訴
さ
れ
た
一
切
の
事
件
は
ま
ず
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
が
類
別
し
、
事

件
が
簡
単
な
い
し
明
瞭
で
あ
る
場
合
に
は
彼
が
単
独
で
判
決
を
ド
し
、
問
題
が
深
刻
で
あ
り
紛
糾
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は

都
市
世
俗
裁
判
所
に
付
託
し
た
。
と
り
わ
け
、
財
産
目
録
作
成
、
財
産
分
割
、
遺
吾
、
婚
姻
、
そ
の
他
の
契
約
に
関
し
て
は
、
世
俗

裁
判
官
の
審
理
に
任
せ
た
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
は
常
に
両
当
事
者
の
和
解
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
財
務
官

が
不
在
の
場
合
に
は
そ
の
代
理
を
務
め
る
高
級
役
人
で
あ
る
が
、
事
件
が
極
め
て
重
大
な
時
に
は
財
務
官
の
指
示
を
仰
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。



　
な
お
、
旧
来
は
婚
姻
関
係
の
裁
判
権
は
中
央
教
会
裁
判
所
及
び
首
席
司
祭
裁
判
所
、
さ
ら
に
は
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
ボ
ー
テ
裁
判
所
の
間

で
分
掌
さ
れ
て
い
た
が
、
遅
く
と
も
一
七
世
紀
に
世
俗
裁
判
所
に
帰
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
教
会

と
国
家
と
の
関
係
を
見
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。

　
ま
ず
［
官
僚
表
皿
］
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
以
下
の
点
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
大
司
教
の
即
位
直
後
に
任
命
さ
れ
た
財
務
官
（
在
任
期
間
寒
中
＠
に
て
指
示
）
は
僅
か
醜
名
で
、
そ
の
う
ち
二
名
は
三
十

年
戦
争
前
で
あ
る
。
当
該
官
職
に
対
す
る
大
司
教
の
罷
免
権
は
強
く
な
く
、
三
十
年
戦
争
以
降
そ
の
傾
向
は
強
ま
っ
て
い
る
。

　
（
二
）
　
在
任
年
数
の
平
均
は
、
三
十
年
戦
争
前
迄
は
一
〇
・
八
年
、
そ
れ
以
後
は
一
〇
・
六
年
で
あ
り
、
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
ボ
！
テ
の

場
合
と
は
後
半
や
や
異
な
り
、
横
ば
い
状
態
で
あ
っ
た
。
官
職
売
買
制
は
見
ら
れ
な
い
が
、
終
身
制
の
傾
向
は
確
認
で
き
る
。
但
し
、

終
身
任
期
で
あ
っ
た
者
は
三
十
年
戦
争
迄
は
九
／
一
七
（
M
・
四
、
七
、
九
1
＝
二
、
一
六
、
一
七
）
、
そ
れ
以
後
は
四
／
一
五
（
M
・

一
九
、
二
四
、
二
七
、
二
八
）
で
あ
り
、
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
く
。

　
（
三
）
　
出
自
に
つ
い
て
見
る
と
、
三
十
年
戦
争
前
は
、
将
来
帝
国
直
属
の
フ
ラ
イ
ヘ
ル
な
い
し
帝
国
騎
士
に
昇
格
す
る
邦
属
騎
士

1
し
か
も
そ
の
大
半
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マ
イ
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ツ
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定
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以
外
の
君
主
に
服
す
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属
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族
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あ
る
　
　
に
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さ
れ
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市
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階
と
同
じ
で
あ
っ
た
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が
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年
戦
争
後
は
現
実
に
フ
ラ
イ
ヘ
ル
、
帝
国
騎
士
、
さ
ら
に
は
帝
国
伯
で
あ
る

帝
国
直
属
貴
族
に
よ
り
ほ
ぼ
独
占
さ
れ
て
い
る
。
こ
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は
総
督
の
場
合
と
同
じ
で
あ
り
、
当
該
官
職
の
地
位
の
　
層
の
上
昇
を
意
味

す
る
と
同
時
に
、
選
定
侯
の
自
署
の
邦
属
貴
族
に
よ
る
制
約
を
逃
れ
得
た
大
司
教
の
権
力
の
強
さ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
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後
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戦
争
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侯
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。
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”
但
し
他
と
同
じ
く
フ
ラ
イ
ヘ
ル
）
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。
し
か
も
彼
ら
の
中
に
は
、
参
事
会
首
席
（
三
十
年
戦
争
前
は
六
例

で
あ
り
、
そ
の
後
は
二
例
）
、
参
事
会
会
長
（
三
十
年
戦
争
前
は
一
例
で
、
そ
の
後
も
一
例
）
に
昇
格
し
得
た
高
位
の
人
物
も
含
ま
れ

て
お
り
、
当
該
官
職
の
地
位
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
こ
と
は
人
司
教
の
司
教
座
聖
堂
参
事
会
と
の
妥
協
の

産
物
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
兼
職
な
ど
に
つ
い
て
は
、
三
十
年
戦
争
後
、
エ
ル
フ
ル
ト
総
督
に
昇
格
す
る
者
（
M
・
二
三
）
や
マ
イ
ン
ツ
総
督
を
経
験

し
た
者
（
M
∴
＝
）
が
見
ら
れ
る
程
度
で
、
世
俗
官
職
を
兼
職
し
た
者
は
僅
少
で
あ
り
、
当
該
官
職
の
完
結
性
を
示
し
て
い
る
。

　
次
い
で
、
［
官
僚
表
W
］
に
よ
る
と
、
以
下
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
一
）
　
人
司
教
の
即
位
直
後
に
任
命
さ
れ
た
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
は
戸
外
を
数
え
、
大
司
教
の
罷
免
権
が
相
当
強
か
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
但
し
、
五
名
の
う
ち
三
十
年
戦
争
以
前
が
四
重
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
す
る
限
り
、
当
該
権
能
の
強
さ
は
こ
の
時
期
迄
に
限

ら
れ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
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（
二
）
　
在
任
年
数
の
平
均
は
一
．
一
十
年
戦
争
前
迄
は
九
二
、
一
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
は
一
四
・
五
年
と
伸
び
て
い
る
。
一
方
、

終
身
任
期
で
あ
っ
た
者
も
三
十
年
戦
争
迄
は
こ
／
一
六
（
M
・
七
、
八
）
、
そ
れ
以
後
は
三
／
一
一
（
M
・
一
七
、
一
．
二
、
二
四
）
で

あ
り
、
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
一
．
一
十
年
戦
争
以
後
に
お
け
る
当
該
官
職
の
安
定
性
、
ひ
い
て
は
当
該
官
僚
の
自
由

裁
量
の
余
地
の
大
き
さ
は
確
か
に
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
初
期
段
階
に
採
ら
れ
て
い
た
官
職
－
用
益
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

売
買
制
（
M
・
三
、
五
、
六
）
　
　
帝
国
自
由
都
市
段
階
の
性
格
の
存
続
、
但
し
か
つ
て
は
一
、
四
〇
〇
α
で
あ
っ
た
　
　
は
一
六

世
紀
以
降
は
実
証
で
き
な
い
し
、
官
職
を
購
入
し
た
者
も
任
期
は
八
、
三
、
一
六
年
で
あ
り
終
身
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
や
世
襲
を

実
現
で
き
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
↓
、
一
十
年
戦
争
以
後
、
当
該
官
職
の
家
産
化
が
進
ん
だ
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
三
）
　
出
自
を
見
る
と
、
一
五
五
〇
年
代
迄
は
邦
属
貴
族
が
多
く
な
っ
た
（
七
／
一
六
）
　
　
こ
れ
は
「
長
老
」
門
閥
に
よ
り
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

占
さ
れ
て
い
た
帝
国
自
由
都
市
段
階
と
異
な
り
、
新
た
な
体
制
の
出
現
を
示
す
　
　
が
、
そ
れ
以
降
、
氏
名
か
ら
し
て
ほ
と
ん
ど
が

市
民
出
身
と
な
り
（
例
外
は
M
・
一
、
二
、
↓
一
三
）
、
司
法
に
お
け
る
「
市
民
化
」
の
復
活
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
の
重
要
な

傾
向
は
、
一
四
九
〇
年
代
末
よ
り
、
貴
族
で
あ
っ
た
M
・
二
二
、
一
、
三
、
及
び
両
法
学
博
士
が
副
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
を
務
め
る
迄
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

N
・
二
四
を
除
き
、
全
員
が
法
学
博
七
な
い
し
修
士
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
法
学
が
単
独
の
場
合
、
そ
れ
が
ロ
ー
マ
法
か
、

教
会
法
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
慣
習
と
自
ら
の
記
憶
・
経
験
と
そ
の
場
限
り
の
判
断
に
頼
り
が
ち
で
あ
っ
た
旧
来
の
素
人
的
裁
判
か

ド
イ
ツ
領
邦
絶
対
主
義
形
成
過
程
に
お
け
る
中
間
的
諸
権
力

一
二
五
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．
六

ら
、
「
書
か
れ
た
理
性
」
に
基
づ
い
た
体
系
性
を
目
指
す
学
識
裁
判
へ
の
移
行
で
あ
り
、
裁
判
の
「
合
理
化
」
が
進
ん
で
い
た
ζ
一
、
口
え

る
。
ユ
リ
ス
ト
と
い
う
、
そ
の
法
的
判
断
に
お
い
て
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
学
識
集
団
が
、
こ
こ
マ
イ
ン
ツ
で
も
審
理
に
当
た
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
該
官
職
任
用
の
資
格
は
身
分
で
は
な
く
、
法
学
博
七
号
・
修
士
号
と
い
う
法
学
的
学
識
に
移
行
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
四
七
〇
年
代
以
降
当
該
官
職
に
就
い
た
貴
族
の
場
合
で
も
、
そ
の
大
半
が
法
学
博
士
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
も
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
（
四
）
　
兼
職
な
ど
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
前
職
は
大
学
の
裁
判
官
（
M
・
七
）
、
世
俗
裁
判
官
（
M
・
七
、
八
、
一
〇
、
一
一
、
、

一
四
）
、
市
場
長
官
・
建
築
役
（
M
・
八
）
で
あ
り
、
世
俗
裁
判
官
を
経
て
就
任
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
一
五

七
〇
年
代
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
後
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。
一
方
、
一
五
〇
〇
年
以
降
、
評
議
官
な
ど
の
中
央
官

僚
を
兼
職
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
（
M
・
八
、
九
、
一
一
、
と
り
わ
け
二
〇
1
二
一
、
、
二
五
1
↓
．
七
）
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
三

十
年
戦
争
後
、
確
実
に
当
該
官
職
は
中
央
高
級
官
僚
へ
の
昇
任
階
梯
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
兼
職
と
い
う

形
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
首
都
司
法
官
僚
と
中
央
政
府
高
級
官
僚
と
の
癒
着
・
構
造
的
同
質
性
が
展
開
し
て
い
く
の
で

あ
る
。

　
最
後
に
、
［
官
僚
表
V
］
か
ら
、
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
で
き
る
。

　
（
一
）
　
大
司
教
の
即
位
直
後
に
任
命
さ
れ
た
世
俗
裁
判
官
は
三
名
い
る
が
、
い
ず
れ
の
例
も
一
六
世
紀
中
葉
に
限
ら
れ
て
い
る
。

マ
イ
ン
ツ
選
定
侯
領
に
お
い
て
一
五
二
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
統
治
組
織
の
改
革
の
一
環
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
四
六
二
年
段
階
で
そ

れ
以
前
の
帝
国
自
由
都
市
段
階
か
ら
の
世
俗
裁
判
官
の
留
任
が
少
な
く
と
も
五
例
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
司
教
の
罷
免
権
と

い
う
点
で
の
成
果
は
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
後
の
任
用
例
を
見
る
限
り
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
以
上
の
高
級
官
僚
の
場

合
程
に
は
、
大
司
教
の
罷
免
権
の
執
行
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
（
二
）
在
任
年
数
は
三
例
（
M
・
六
、
一
二
、
二
七
）
を
除
き
、
不
明
で
あ
る
。
在
任
中
死
去
（
M
・
六
、
二
七
）
の
例
が
あ
る
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6
茸
韓
一
ま
ト
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山
2
駆
噸

が
、
在
任
期
間
が
い
ず
れ
も
一
年
未
満
で
あ
り
、
終
身
制
と
は
言
え
ず
、
世
襲
制
も
な
い
。

　
（
三
）
　
出
自
に
つ
い
て
は
、
一
五
二
〇
年
代
迄
は
圧
倒
的
に
邦
属
貴
族
で
あ
り
、
「
長
老
」
門
閥
で
独
占
さ
れ
て
い
た
帝
国
自
由
都

市
駄
騰
と
は
異
な
り
、
こ
の
半
世
紀
間
の
「
邦
属
貴
族
化
」
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。
そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
M
・
六
、

一
〇
が
示
す
よ
う
に
、
マ
イ
ン
ツ
選
定
侯
の
家
臣
が
任
用
さ
れ
て
お
り
、
帝
国
直
属
者
や
選
定
侯
以
外
の
君
主
に
服
す
る
邦
属
貴
族

が
任
用
さ
れ
て
い
た
上
述
の
総
督
、
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
ボ
ー
テ
、
財
務
官
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
官
僚
の
等
級
が
低
く
な
れ

ば
な
る
程
、
在
地
勢
力
の
利
害
と
結
び
つ
い
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
一
、
一
十
年
戦
争
以
後
は
、
都
市
参
事
会
員
と
な
っ
て
い
る

た
あ
マ
イ
ン
ツ
市
民
と
確
認
で
き
る
者
、
及
び
確
認
は
で
き
な
い
も
の
の
、
氏
名
か
ら
し
て
市
民
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
者
に
よ
っ

て
独
占
さ
れ
て
い
く
。
「
市
民
化
」
の
傾
向
の
復
活
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
際
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
法
学
博
七
・
修
士
が
多
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
程
で
は
な
い
が
、
一
四
八
○
年
代
以
降
、
法
学
博
士
・
修
士
が
数
的
に
○
％
か
ら
二

五
・
七
％
（
九
／
一
．
五
）
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
法
学
が
ロ
ー
マ
法
か
、
教
会
法
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
素
人
的
裁
判
か
ら
学

ド
イ
ツ
領
邦
絶
対
主
義
形
成
過
程
に
お
け
る
中
間
的
諸
権
力

一
二
九



ド
イ
ツ
領
邦
絶
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義
形
成
過
程
に
お
け
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中
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的
諸
権
力

．
、

黶
Z

識
裁
判
へ
の
移
行
で
あ
り
、
裁
判
の
「
合
理
化
」
が
進
ん
で
い
た
と
言
え
る
。

　
（
四
）
　
兼
職
な
ど
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
市
場
長
官
、
建
築
役
（
M
・
一
一
）
と
の
兼
職
は
ひ
と
ま
ず
お
き
、
シ
ュ
ル

ト
ハ
イ
ス
（
M
・
一
一
、
＝
二
、
二
二
、
三
〇
、
三
七
）
へ
の
昇
任
階
梯
が
中
世
以
来
存
続
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
評
議

官
（
M
・
一
一
、
一
、
一
九
）
、
宮
廷
裁
判
所
関
係
の
官
職
（
M
・
四
四
）
へ
の
昇
任
が
、
稀
で
は
あ
る
が
、
生
じ
て
き
て
お
り
、
当
該
官

職
は
中
央
高
級
官
僚
へ
の
昇
任
階
梯
の
最
ド
級
の
官
職
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
〔
d
〕
直
接
税
徴
収
役
・
テ
ン
ス
徴
収
役
・
建
築
役
　
最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
旧
来
は
都
市
参
事
会
に
帰
属
し
て
い
た
権
限
を

行
使
す
る
よ
う
に
な
っ
た
下
級
官
僚
で
あ
る
。
ま
ず
考
察
す
べ
き
が
、
遅
く
と
も
大
司
教
ベ
ル
ト
ル
ト
治
世
（
一
四
八
四
一
一
五
〇

四
年
）
に
は
確
認
さ
れ
る
直
接
税
徴
収
役
Q
。
。
翠
蓋
ヨ
①
一
ω
8
脱
で
あ
る
。
当
役
人
は
当
大
司
教
発
布
の
諸
条
令
（
発
布
日
は
不
明
）
に

よ
る
と
、
「
マ
イ
ン
ツ
の
直
接
税
納
税
義
務
者
は
す
べ
て
、
市
内
・
市
外
に
あ
る
自
ら
の
不
動
産
及
び
動
産
に
関
し
、
一
〇
〇
グ
ル
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

ン
の
価
値
に
つ
き
半
期
毎
に
一
五
シ
リ
ン
グ
・
ヘ
ラ
ー
を
納
め
る
こ
と
を
直
接
税
徴
収
役
に
対
し
誓
約
す
べ
き
で
あ
」
つ
た
。
当
時

一
グ
ル
デ
ン
は
二
八
シ
リ
ン
グ
六
ヘ
ラ
ー
で
あ
っ
た
た
め
、
資
産
税
の
税
率
は
一
・
〇
五
％
で
あ
る
。
一
四
五
八
年
、
一
四
六
〇
年

に
都
市
参
事
会
が
徴
収
し
て
い
た
時
の
税
率
で
あ
っ
た
○
・
五
％
の
倍
で
あ
り
、
一
四
六
九
年
の
『
特
権
状
』
で
大
司
教
が
増
税
を

し
な
い
と
の
約
束
を
し
た
こ
と
は
既
に
破
ら
れ
て
い
る
。
直
接
税
徴
収
役
は
、
こ
の
資
産
税
以
外
に
、
思
想
を
も
徴
収
し
た
。
そ
の

額
は
住
宅
一
戸
に
つ
き
一
ニ
シ
リ
ン
グ
、
個
人
一
人
に
つ
き
六
シ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
額
は
一
四
四
四
年
以
後
の
ツ
ン
フ

ト
市
制
段
階
と
同
じ
で
あ
る
。

　
直
接
税
徴
収
役
は
、
恐
ら
く
一
四
九
七
年
以
降
に
、
警
護
役
妻
碧
葺
日
鉱
の
一
興
を
兼
職
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
五
五
二
年
四
月
二

　
　
　
　
　
（
7
7
）

五
日
付
の
授
権
書
に
は
、

　
　
「
直
接
税
徴
収
役
は
、
市
民
層
の
中
で
生
じ
た
変
化
に
つ
い
て
毎
月
警
護
令
吏
芝
鋤
。
葺
σ
q
Φ
玄
Φ
冨
円
及
び
都
市
参
事
会
書
記
に



　
　
問
い
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
市
民
が
死
ん
だ
り
、
市
民
と
し
て
受
入
れ
ら
れ
た
り
、
あ
る
教
区
か
ら
別
の
教
区
へ
移
住
し
た

　
　
り
す
る
と
、
彼
は
彼
の
記
録
簿
を
旧
記
録
簿
と
比
較
し
、
変
化
を
新
記
録
簿
に
記
載
し
て
、
記
録
簿
を
常
に
整
然
と
整
理
し
て

　
　
お
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
竃
税
の
徴
収
の
状
況
を
判
断
す
る
だ
け
で
な
く
、
警
備
－
警
護
義
務
や

　
　
そ
の
他
の
意
図
の
た
め
に
住
民
を
個
々
の
場
所
に
配
置
す
る
こ
と
に
も
あ
る
」
（
第
四
項
）

と
、
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
遅
く
と
も
一
六
世
紀
中
葉
に
彼
は
課
税
台
帳
を
作
成
、
整
備
す
る
義
務
を
も
負
う
こ
と
に
な
っ
て

い
7
4
9
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
課
税
台
帳
は
課
税
徴
収
及
び
警
護
義
務
の
遂
行
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
未
だ
資
産
税
徴
収

の
た
め
の
資
産
を
記
載
し
た
台
帳
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
糟
魍
8
ユ
8
筥
ヨ
8
①
ω
．
．
に
は
、
一
六
五
四
年
五
月
一
八
日
付
け
の
授
権
書
を
最
後
と
し
て
、
当
官
職
の
そ
れ
以
後
の
授
権

書
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
直
接
税
徴
収
は
　
六
六
〇
年
発
布
の
都
市
参
事
会
条
令
に
よ
り
都
市
参
事
会
に
移
管
さ

れ
、
固
有
の
直
接
税
徴
収
役
の
任
用
は
不
必
要
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
［
官
僚
表
W
］
に
よ
る
と
、
以
下
の
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
一
）
　
大
司
教
の
即
位
直
後
に
任
命
さ
れ
た
直
接
税
徴
収
役
は
二
名
（
一
七
世
紀
前
半
）
し
か
確
認
で
き
ず
、
少
数
で
あ
る
。
大

司
教
の
罷
免
権
は
弱
い
。

　
（
二
）
　
在
任
年
数
は
平
均
九
・
二
年
で
あ
り
、
こ
れ
迄
考
察
し
て
き
た
高
級
一
中
級
官
僚
に
比
し
て
、
少
し
短
く
な
っ
て
い
る
。

実
質
的
な
官
職
売
買
制
が
】
六
一
一
一
年
以
降
（
M
・
一
五
以
降
）
明
瞭
と
な
り
、
時
に
は
二
、
○
○
○
飢
と
い
う
大
金
支
払
い
（
二

四
年
間
分
か
）
と
引
き
換
え
に
、
官
職
の
家
産
化
へ
の
過
程
が
始
ま
る
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
任
用
を
見
て
み
る
と
、

世
襲
黒
化
は
無
論
の
こ
と
、
終
身
制
化
す
ら
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
（
M
・
一
五
を
除
き
）
、
三
十
年
戦
争
後
に
お
け
る
当
該
官
職

の
消
滅
と
共
に
固
有
の
大
司
教
系
列
の
都
市
官
職
に
お
け
る
官
職
売
買
制
の
発
展
は
終
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
官
職
売
買
行

為
が
確
認
で
き
な
い
M
・
一
九
の
場
合
、
初
め
て
年
給
（
七
六
グ
ル
デ
ン
、
四
マ
ル
テ
ル
の
穀
物
）
に
つ
い
て
菖
及
が
な
さ
れ
る
の

ド
イ
ツ
領
邦
絶
対
主
義
形
成
過
程
に
お
け
る
中
間
的
諸
権
力

＝
一
二



ド
イ
ツ
領
邦
絶
対
L
義
形
成
過
程
に
お
け
る
中
間
的
諸
権
力

＝
』
一
』

［
謁
西
宮
≦
日
画
蝋
葭
録
薫
薄
］

Z
「
．

一図ω劇㎝0↓
O
o

㊤
；＝郎一

ω
三ヨ

閑
。
口
霞
O
O
o
「
ヨ
ひ
q

｝
o
げ
餌
コ
。
＜
o
昌
囚
一
∋

＝
鋤
コ
ω
O
一
Φ
ヨ
ロ
「

胃
Φ
ぎ
ゴ
二
野
〉
器
Φ
｝
∋
＜
o
コ
鵠
①
《
α
σ
鋤
9 ＝
嶋

　
十

・
“

馴
－
刈ゆ

庵
論
溢
醒

　
　
　
　
．
幽
．
．

　
　
　
　
　
弔

．
醤
蝉
「　
　
　
　
荘

ば
…

畑
階
麟
－
、

　
ゆ

鋸
、
，

皿

．
■
－
．
將

■
■
－
－
i
械
．

　
「
ぺ

　
　
　
ゆ

　
－
」
1
1
1
3

．
い
¢
鳥
≦
一
σ
q
ス
Φ
。
り
。
。
Φ
一
律

雷
Φ
ヨ
ニ
0
7
区
「
己
Q
り
ω

｝
o
ω
け
＝
Φ
ヨ
ω
σ
8
げ
q

一
〇
7
二
番
コ
再
三
西
仲

　
一
お
刈
．
α
』
一
並
晋
一
噌

．
L
．
　
　
1
－
－
1
一
．
．
i
I
．
．
．
．

…
一
鰹
一
聾
蕗
山
呂
一
二
蕪

宣
ズ
。
σ
凶
Φ
5
臼

凶
O
⇒
『
鋤
α
力
固
¢

鵠
鋤
コ
ω
Q
り
讐
ユ
O
「

℃ゆゆ
N
－

一
〇

壽
●
§
山
劉
劇
6
1
『
可

黙

一
〇
7
0
づ
⇔
＝
Φ
＝

℃
三
囲
℃
℃
閑
α
ロ
三
〇
評
窪

田
餌
づ
ω
ω
O
プ
ヨ
乙
一

富
『
o
σ
じ
σ
①
o
ズ
＜
o
p
田
守
≡
o

δ
0
㎝
．
卜
。
．

N
．
G
。
更
黙 一
。
。
並
き
山
8
。
。
．

一
昭
一
■
ω
」
卜
。
山
q
Q
。
O
並
螺

一
㎝
◎
。
O
b
』
並
爵
1
℃

　
　
「
　
　
　
　
轟
　
　
　
　
愚

－
…
計
鶉
り
ψ
」
舞
ヨ
㍑
論
…
，
：
－
…

つゆ

（
｝
i
脱
①
一
」
N
コ
自
Ω
0
7
）
　
L
I
一

．
汐
4
へ
＼
、
k
下
席

　
　
r
①
二
．
・
①
．
§
甦
〔
冷
琉

．
一

．
ト

」一⑦
O
偽
．
O
．
区
㊥
1
δ
＝
貫
き

ゆつ
、
刈
－

亀
甲
引
、
ρ
s
や
酬
ヨ

r
［

暗
－

4
へ
冥
く
掛
塁

4
へ
Y
．
Y
嵜
湘

4
へ
v
、
k
掛
湘

磯
熊
野
嘩
耕
鋸
（
9
）

露
π
。
創
．
喪
掛
鋤
蜘
恥
＋
口
蝕
湘
　
．
。
・
Φ
0
7
。
。

〉
一
一
①
．
．

弊
函
“
麟
購
津
蒔
黙
鋸

4
へ
冥
、
k
掛
湘

下
4
幽
冥
、
y
奇
二

．
国
一
鹸
く
≡
①
母
知

燃
4
へ
Y
．
k
笥
沌

サ
炉
醤
蹄
十
一
ト
。
㌣
こ
マ
、
誉
〉
伴
㎝
砿
疎
渉
π

一
蒔
鰍
θ
摯
碕
粛
膳
職
が
一
6
。
。
α
需
窃
缶
嚇
蝦

恥
翅
伴
鈷
が
一
一
〇
N
卜
。
樒
闘
施

一
G
。
。
。
㊤
盈
暫
笥
嚇
田
恥
三
日
針
か
、
一
〇
〇
。
。
■
。
。
．
ω
O
湿
蓉
湖
班

1
　
一
　
　
’
　
「
噛
　
r
　
一

　
－
　
1
　
1
　
唱
　
r
冨
5
σ
q
窪
）
’



δ

一
〇
7
餌
昌
鵠
ζ
①
憎
訂

一
8
ρ
国
刈
㍉
一
〇
鵯
」
N
・
ω
爵

一

4
へ
Y
く
剖
適

謙
罷
心
お
α
葎
さ
a
’
盈
期
唄
O
O
謝
囲
や
一
“
1
繕
磁
袖
蜘
盆
＋
翼
臼
ぴ
捧
呼
売
臼
虻
〔
鈷
窪
唄
。
。
§
圖
や
一
“
一
諮
脹
書
蒔
贈
賄

一
場
馬
追
弓
ζ
鋤
「
喜
竃
象
一
臼
（
ζ
①
α
①
「
）

一
〇
巽
●
一
ト
。
●
ω
∴
①
お
．
①
．
δ
爵

一
ト
⊃

一
Q
Q

｝
o
ω
一
寓
億
コ
O
房
9
①
一
〇

㎝

勺

ヨ
宙
疎
醸
伴
前
立
θ
藤
談
伴
齢
“
伴
d
ぴ
」
ぺ
粛
謡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
－
　
．
　
i
　
一
　
一

一
㊤

一
〇
冨
3
9
駄
津
○
っ
。
7
ヨ
§

δ
課
・
α
」
。
。
1
δ
①
O
ゆ

O

4
べ
Y
く
嵜
湘

姻
曹
鮮
。
斗
v
六
二
貢
囎
帝
耕
窮
「
臨
煎
珊
勢
斡
》
　
雷
撃
蹄
ヨ
洩
、
▽
湖
冥
や
鉢
4
寺
虫
、
▽

㊦
難
書
旧
麟
熊
’
缶
詔
麟
蕪
’
欄
簿
瀞
郵
旧

．
一
①
ミ
●
①
」
①
窃
丑
嚇
蜘
恥
血
（
諜
ゆ
）
　
伴
鈷
O
ノ

一
①
◎
◎
O
」
O
噸
卜
。
刈
冷
施

欝
　
＝
①
ぎ
ユ
0
7
　
ω
0
7
「
0
7
ρ

　
　
一
戯
①
卜
。
．
Q
り
．
刈
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三
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慈
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①
毫
巴
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α
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一
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①
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1
一
刈
り
邸
）
り
ζ
鋤
ヨ
N
一
㊤
鱒
ρ
し
u
巴
畠
①
”
O
凶
①
Q
。
。
冨
酔
N
ヨ
①
尻
一
Φ
「
ω
①
騨

で
あ
る
。

　
（
三
）
出
自
に
つ
い
て
は
、
初
期
に
は
邦
属
貴
族
も
少
数
い
た
（
翫
・
四
）
が
、
遅
く
と
も
一
五
四
一
年
以
降
は
一
貫
し
て
マ
イ
ン

ツ
市
民
で
あ
っ
た
。
筏
師
、
鉄
商
な
ど
、
そ
の
職
種
が
確
認
で
き
る
場
合
も
あ
る
。
「
市
民
化
」
の
進
展
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
兼
職
に
関
し
て
は
顕
著
な
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
M
・
七
（
？
）
、
九
、
一
一
段
階
で
は
（
迄
は
？
）
警
護
役

を
兼
職
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
圧
倒
的
に
都
市
参
事
会
員
を
兼
職
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
M
・
一
九
を
除
き
、
直
接
税
徴
収

役
か
ら
都
市
参
事
会
員
へ
と
い
う
兼
職
慣
習
が
成
立
し
、
と
同
時
に
、
大
司
教
役
人
系
列
が
市
民
自
治
系
列
に
介
入
し
て
い
っ
た
訳

で
あ
る
。

　
さ
て
、
直
接
税
徴
収
役
と
は
別
に
、
一
四
六
四
年
以
降
テ
ン
ス
徴
収
役
N
貯
ω
§
①
一
ω
8
噌
の
任
命
が
確
認
さ
れ
る
。
一
五
七
五
年
二

　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

月
二
八
日
の
授
権
書
迄
当
職
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
授
権
書
に
よ
れ
ば
テ
ン
ス
徴
収
役
の
任
務
は
、
マ
イ
ン
ツ
市
内
及
び

ド
イ
ツ
領
邦
絶
対
主
義
形
成
過
程
に
お
け
る
中
間
的
諸
権
力

一
三
三
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∴
四

城
塞
罰
令
圏
内
の
大
司
教
に
帰
属
す
る
す
べ
て
の
テ
ン
ス
（
世
襲
家
屋
や
穀
物
倉
、
小
売
店
、
ブ
ド
ウ
畑
、
採
草
地
、
耕
地
、
果
樹

園
、
共
有
地
等
に
関
わ
る
永
久
貢
租
、
償
却
貢
租
、
地
代
）
の
徴
収
で
あ
る
（
第
一
二
．
一
項
）
。

　
な
お
、
当
官
職
の
職
務
が
一
六
六
〇
年
発
布
の
都
市
参
事
会
条
令
に
よ
り
都
市
参
事
会
に
移
管
さ
れ
た
た
め
、
噸
”
ぎ
ユ

8
ヨ
ヨ
巨
①
ω
、
、
に
は
、
一
六
五
一
年
八
月
三
日
付
け
の
授
権
書
を
最
後
と
し
て
、
当
官
職
の
そ
れ
以
後
の
授
権
書
は
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。

　
［
官
僚
表
皿
］
に
よ
る
と
、
以
ド
の
こ
と
が
分
か
る
。

　
（
一
）
　
大
司
教
の
即
位
直
後
に
任
命
さ
れ
た
テ
ン
ス
徴
収
役
は
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
は
大
司
教
の
罷
免
権
は
弱
い
。

　
（
二
）
　
在
任
年
数
は
平
均
九
・
五
年
で
あ
り
、
直
接
税
徴
収
役
よ
り
も
若
干
長
い
が
、
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
。
終
身
制
・
世
襲
制

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
当
該
官
職
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
大
司
教
へ
の
負
債
（
M
・
六
、
一
〇
）
、
保
証
物
設
定
（
M
・
七
、
一
一
）

で
あ
る
。
M
・
六
の
テ
ン
ス
徴
収
役
は
、
一
六
一
一
．
年
大
司
教
ヨ
ー
ハ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
カ
ル
ト
一
〇
冨
8
ω
魯
≦
Φ
一
。
喜
霞
葺
か

ら
当
該
官
職
に
関
す
る
決
算
を
求
め
ら
れ
た
際
、
一
、
○
○
○
住
の
赤
字
を
出
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
監
禁
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
後
大
司
教
は
当
該
官
職
の
任
命
の
際
に
予
め
担
保
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
M
・
七
、

一
一
）
。
従
っ
て
、
当
該
職
は
、
職
責
を
果
さ
な
い
限
り
、
自
ら
の
経
済
基
盤
を
危
う
く
す
る
ど
こ
ろ
か
、
人
司
教
か
ら
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
も
稀
で
は
な
か
っ
た
程
、
リ
ス
ク
の
大
き
な
官
職
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
警
護
、
直
門
警
備
、
軍
役
免
除
と
い
う
特
権
（
M
・

八
、
一
一
）
が
そ
の
見
返
り
と
し
て
賦
与
さ
れ
て
い
た
と
、
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
遅
く
と
も
三
十
年
戦
争
期
に
は
俸
給
を
得
て

俸
給
役
人
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
額
は
一
六
五
一
年
に
は
倍
加
し
、
五
〇
飢
で
あ
っ
た
。
但
し
、
彼
ら
の
俸
給
が
貨
幣
の
み
な
ら
ず

穀
物
、
制
服
の
形
態
で
も
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
当
時
の
特
徴
で
あ
る
（
M
・
八
、
一
）
。

　
（
三
）
　
出
自
は
、
一
六
世
紀
中
葉
以
降
の
直
接
税
徴
収
役
と
同
じ
く
、
一
貫
し
て
マ
イ
ン
ツ
市
民
で
あ
り
、
「
市
民
化
」
の
傾
向
は

確
定
的
で
あ
る
。
樽
匠
親
方
も
就
任
し
て
い
る
。
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Z

　
（
四
）
　
兼
職
は
多
く
は
な
く
（
M
・
↓
、
八
）
、
都
市
の
下
級
役
人
と
し
て
固
定
化
さ
れ
て
い
た
。

　
も
う
一
方
の
役
人
は
、
建
築
監
督
権
を
行
使
す
る
建
築
役
で
あ
る
。
同
時
に
彼
は
ま
た
毎
週
な
い
し
毎
月
パ
ン
の
重
量
検
査
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

行
な
っ
て
い
た
（
一
五
五
一
年
四
月
一
一
日
後
の
授
権
書
、
第
七
項
）
。

　
な
お
当
官
職
に
あ
っ
て
も
一
六
一
二
年
九
月
一
四
日
付
の
授
権
書
を
最
後
に
、
そ
れ
以
後
の
授
権
書
は
一
鴇
ぴ
8
甑
o
o
ヨ
ヨ
§
①
ω
、
．
に

は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
上
長
．
官
職
の
場
合
と
同
じ
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
［
官
僚
表
皿
］
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
以
ド
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
一
）
大
司
教
の
即
位
直
後
に
任
命
さ
れ
た
建
築
役
は
一
七
名
中
一
．
一
名
で
あ
り
、
多
く
は
な
く
、
時
期
的
に
も
分
散
し
て
い
る
。

但
し
、
上
記
の
二
名
の
徴
税
役
人
に
比
べ
る
と
、
数
は
若
．
十
多
く
、
人
司
教
の
罷
免
権
は
や
や
強
い
と
い
え
る
。

　
（
一
、
）
　
在
任
年
数
は
平
均
九
・
八
年
で
あ
り
、
徴
税
役
人
よ
り
若
干
長
い
が
、
同
程
度
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
M
・
三

に
「
建
築
役
職
に
帰
属
す
る
諸
権
利
」
と
あ
り
、
．
方
で
、
翫
・
四
に
お
い
て
年
給
が
一
〇
飢
か
ら
七
〇
鉦
に
急
激
に
増
加
し
、
M
・

九
以
降
二
〇
丘
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
M
・
八
丁
の
当
該
官
職
の
地
位
の
高
さ
と
、
少
な
く
と
も
M
二
、
野
点
で
の
当

該
官
職
の
保
有
官
僚
制
的
性
格
を
表
し
て
い
る
。
但
し
、
M
二
．
一
、
一
一
、
一
四
、
一
七
に
明
確
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
貫
し
て

終
身
制
、
世
襲
制
で
は
な
い
。
ま
た
、
年
給
の
額
か
ら
し
て
、
M
・
九
以
降
（
M
・
八
と
M
・
九
と
の
在
任
期
間
が
重
複
し
て
い
る

た
め
、
一
五
一
〇
／
二
〇
年
代
以
降
）
、
当
該
官
職
は
テ
ン
ス
徴
収
役
と
同
等
、
な
い
し
そ
れ
以
下
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
（
三
）
　
出
自
に
関
し
て
は
、
一
五
二
〇
年
代
迄
は
、
将
来
帝
国
直
属
の
帝
国
騎
し
に
上
昇
し
得
た
家
系
も
含
む
、
邦
属
貴
族
家
系

で
独
占
さ
れ
て
い
る
。
建
築
行
政
は
中
世
以
来
同
時
に
軍
政
で
も
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
は
、
都
市
参
事
会
員
を
も

兼
ね
る
マ
イ
ン
ツ
市
民
が
任
用
さ
れ
て
い
き
、
「
市
民
化
」
が
明
瞭
に
進
ん
で
い
る
。
と
は
言
え
、
M
・
一
五
が
示
す
よ
う
に
、
資
産

家
が
就
任
し
て
い
る
の
は
言
う
迄
も
な
い
。

　
（
四
）
　
建
築
役
は
一
五
二
〇
年
代
迄
は
世
俗
裁
判
官
、
市
場
長
官
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
、
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
ボ
ー
テ
な
ど
本
来
の
大
司
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教
役
人
職
を
　
　
さ
ら
に
臨
時
の
徴
税
役
（
請
負
制
か
）
を
も
　
　
兼
任
し
、
そ
の
地
位
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
以

降
は
都
市
参
事
会
員
職
を
兼
任
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
単
に
、
建
築
役
職
か
ら
都
市
参
事
会
員
へ
と
い
う
兼
職
慣
習
の
形

成
の
み
を
意
味
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
大
司
教
役
人
系
列
が
市
民
自
治
系
列
に
介
入
し
て
い
く
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
市
民
の
誠
実
宣
誓
と
大
司
教
の
都
市
統
治
機
構
を
考
察
し
て
き
た
。
大
司
教
賦
与
の
性
格
が
前
面
に
出
、
彼
に
よ
り
選
定

侯
領
の
利
害
の
増
進
に
合
わ
せ
て
改
変
さ
れ
得
た
特
権
状
が
「
基
本
法
」
と
し
て
機
能
し
て
い
く
新
た
な
段
階
　
　
近
世
、
な
い
し

そ
れ
へ
の
移
行
期
　
　
に
お
い
て
は
、
大
司
教
の
都
市
支
配
は
官
僚
を
通
じ
て
の
直
接
市
民
支
配
へ
の
↓
元
化
を
大
き
く
進
展
さ
せ

た
。
そ
の
官
僚
の
代
表
的
存
在
が
、
〔
a
〕
総
督
管
区
に
関
わ
る
、
大
司
教
へ
の
助
言
、
公
安
の
維
持
、
都
市
参
事
会
の
議
長
職
（
特

に
裁
判
、
新
市
民
加
入
）
を
職
務
と
す
る
総
督
、
〔
b
〕
公
安
警
察
（
主
な
対
象
は
、
市
壁
、
警
護
、
軍
需
物
資
、
火
災
、
乞
食
・
浮



浪
者
）
、
市
場
警
察
（
特
に
パ
ン
と
肉
）
、
建
築
警
察
、
以
上
の
裁
判
、
刑
事
裁
判
、
ポ
リ
ッ
ァ
イ
を
職
務
と
す
る
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
ボ
ー

テ
、
〔
c
〕
民
事
事
件
（
特
に
遺
産
、
婚
姻
、
そ
の
他
の
契
約
）
を
審
理
す
る
「
世
俗
裁
判
所
」
の
裁
判
官
で
あ
る
財
務
官
、
シ
ュ
ル

ト
ハ
イ
ス
、
「
世
俗
裁
判
官
」
、
〔
d
〕
徴
税
の
任
に
当
た
る
直
接
税
徴
収
役
と
テ
ン
ス
徴
収
役
、
並
び
に
建
築
監
督
の
任
に
当
た
る
建

築
役
で
あ
っ
た
。
彼
ら
官
僚
の
特
質
を
摘
記
す
る
と
、
以
下
の
如
く
に
な
る
。

　
（
一
）
　
大
司
教
の
罷
免
権
は
総
督
以
ド
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
迄
の
高
級
・
中
級
官
僚
　
　
但
し
、
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
出
身
の

財
務
官
は
除
く
一
に
対
し
て
は
行
使
さ
れ
て
お
り
、
特
に
三
十
年
戦
争
以
前
に
お
い
て
は
顕
著
で
あ
る
。
逆
に
筥
僚
の
地
位
が
低

く
な
れ
ば
な
る
程
、
ま
た
一
、
一
十
年
戦
争
後
に
な
れ
ば
な
る
程
大
司
教
の
罷
免
権
は
弱
く
な
る
。

　
（
一
、
）
　
任
用
形
態
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
に
官
職
売
買
制
が
、
直
接
税
徴
収
役
に
実
質
的
な
官
職
売
買
制
が
採
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
前
者
は
一
六
世
紀
以
降
に
、
後
者
は
三
十
年
戦
争
後
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
官
職
売
買
を

通
じ
て
の
官
職
の
世
襲
化
は
展
開
し
て
お
ら
ず
、
売
買
さ
れ
た
の
は
本
質
的
に
は
官
職
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
官
職
用
益
権
で
あ
っ

　
　
　
（
8
0
）

た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
総
督
を
筆
頭
に
、
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
ボ
ー
テ
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
の
順
に
、
一
、
一
十
年
戦
争
後
に
な
る
と
在
任
年
数

が
長
く
な
り
、
同
時
に
終
身
任
期
の
事
例
が
増
加
し
、
前
二
者
で
は
ほ
ぼ
半
数
が
終
身
任
期
で
あ
っ
た
。
財
務
官
の
場
合
に
も
終
身

任
期
の
事
例
は
見
ら
れ
る
が
、
三
十
年
戦
争
後
に
は
寧
ろ
そ
の
傾
向
は
弱
ま
り
、
世
俗
裁
判
官
や
ド
級
官
僚
（
徴
税
役
人
以
下
）
の

場
合
は
終
身
任
期
制
の
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
世
襲
化
は
ど
の
官
僚
に
も
、
ま
た
ど
の
時
期
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
従
っ

て
、
高
級
官
僚
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
と
り
わ
け
↓
．
一
十
年
戦
後
に
な
る
と
そ
の
官
職
は
安
定
し
、
自
由
裁
量
の
余
地
は
増
加
し
て
い
た

と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
官
職
の
家
産
化
の
展
開
と
い
う
こ
と
は
ほ
ぼ
4
．
n
え
な
い
。

　
（
三
）
　
出
自
に
関
し
て
は
、
総
督
に
は
一
貫
し
て
ほ
ぼ
マ
イ
ン
ツ
選
定
侯
領
外
の
帝
国
直
属
者
が
、
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
ボ
ー
テ
に
は
選

定
侯
領
外
の
直
属
貴
族
（
三
十
年
戦
争
後
は
ほ
ぼ
市
民
）
が
、
財
務
官
に
は
選
定
侯
領
外
の
邦
属
貴
族
（
一
．
一
十
年
戦
争
後
は
帝
国
直

属
者
）
が
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
以
下
の
官
僚
に
は
遅
く
と
も
一
五
五
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
市
民
（
ほ
と
ん
ど
が
マ
イ
ン
ツ
市
民
で

ド
イ
ツ
領
邦
絶
対
主
義
形
成
過
程
に
お
け
る
中
間
的
山
里
力

一
「
、
．
九



ド
イ
ツ
領
邦
絶
対
セ
義
形
成
過
程
に
お
け
る
中
間
的
諸
権
力

四
〇

あ
る
）
が
任
用
さ
れ
て
い
く
。
従
っ
て
、
①
財
務
官
以
上
の
顕
職
の
官
僚
に
見
ら
れ
る
、
選
定
侯
領
貴
族
勢
力
か
ら
の
人
司
教
の
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

立
性
（
自
由
な
任
命
権
）
に
ま
ず
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
司
教
都
市
に
見
ら
れ
な
い
マ
イ
ン
ツ
市
の
特
質
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
と
同
時
に
自
領
邦
外
の
貴
族
　
　
一
．
一
十
年
戦
争
後
は
帝
国
直
属
貴
族
　
　
に
依
拠
し
た
と
い
う
事
実
に
、
マ
イ
ン
ツ
選

定
侯
領
の
「
非
閉
鎖
領
邦
」
と
し
て
の
特
質
を
見
て
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
一
五
五
〇
年
代
以
前
の
官
僚
の
「
貴
族
化
」
傾

向
に
止
目
す
べ
き
あ
る
。
③
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
以
降
、
と
り
わ
け
三
十
年
戦
後
の
、
ヴ
ァ
ル
ト
ボ
ー
テ
及
び
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
以

ド
の
大
半
の
官
僚
の
「
市
民
化
」
の
現
実
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
の
が
、
裁
判
官
職
に

見
ら
れ
る
市
民
の
法
学
博
士
・
修
し
号
の
取
得
で
あ
っ
た
。
一
四
九
〇
年
代
以
後
に
展
開
す
る
こ
の
史
実
か
ら
、
我
々
は
裁
判
の

「
合
理
化
」
及
び
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
学
識
集
団
の
出
現
を
見
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
出
生
身
分
か
ら
法
学
博
L
・
修
し
号
と
い
う
学
識

的
資
格
へ
の
移
行
と
い
う
歴
史
的
変
化
を
も
読
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
し
て
こ
れ
が
さ
ら
に
組
織
化
さ
れ
た
の
が
、
一
七

世
紀
末
以
降
の
マ
イ
ン
ツ
選
定
侯
領
全
域
に
お
け
る
司
法
官
・
行
政
官
の
資
格
と
し
て
、
（
1
）
マ
イ
ン
ツ
大
学
な
い
し
エ
ル
フ
ル
ト

大
学
で
の
二
年
間
の
法
学
修
学
の
終
了
、
あ
る
い
は
（
H
）
三
年
間
の
無
給
の
実
務
経
験
を
は
さ
む
二
度
に
亙
る
国
家
試
験
（
行
政

官
の
場
合
、
経
済
学
・
内
政
学
・
商
学
・
財
政
学
に
関
す
る
も
×
⇔
ヨ
窪
σ
q
Φ
コ
臼
巴
Φ
．
、
、
内
政
学
・
官
房
経
済
学
に
関
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

も
×
鋤
日
Φ
コ
ω
O
①
o
一
巴
冒
ω
、
．
）
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
最
後
に
、
兼
職
な
ど
に
つ
い
て
は
、
以
ド
の
点
が
重
要
で
あ
る
。
①
総
督
、
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
ボ
ー
テ
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
、

世
俗
裁
判
官
と
い
う
高
級
・
中
級
官
僚
は
、
一
．
一
十
年
戦
争
前
か
ら
、
そ
し
て
そ
れ
以
後
は
ま
す
ま
す
頻
繁
に
中
央
高
級
官
僚
を
兼
任

し
て
い
き
、
中
央
高
級
官
僚
へ
の
昇
任
階
梯
を
作
り
出
す
一
方
で
、
首
都
高
級
官
僚
と
中
央
高
級
官
僚
と
の
癒
着
・
構
造
的
同
質
性

を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
②
ド
級
官
僚
で
は
、
直
接
税
徴
収
役
（
一
五
八
○
年
代
以
降
）
及
び
建
築
役
（
一
五
四
〇
年
代
以
降
）
が

都
市
参
事
会
員
を
兼
職
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
我
々
は
兼
職
慣
習
の
形
成
を
見
る
と
同
時
に
、
大
司
教
役
人
系
列
に
よ
る

市
民
自
治
系
列
へ
の
介
入
を
見
て
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



　
以
上
の
よ
う
に
、
選
定
侯
は
旧
来
の
権
限
を
維
持
し
た
こ
と
は
言
う
迄
も
な
く
、
新
た
に
権
限
を
奪
回
・
獲
得
せ
し
め
た
。
彼
は

そ
れ
を
、
高
級
官
僚
（
総
督
、
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
ボ
ー
テ
、
財
務
官
）
、
中
級
官
僚
（
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
、
世
俗
裁
判
官
）
と
ド
級
官
僚

（
直
接
税
徴
収
役
、
テ
ン
ス
徴
収
役
、
建
築
役
）
を
通
じ
て
行
使
し
て
い
た
。
三
十
年
戦
争
以
前
の
特
徴
を
摘
記
す
れ
ば
、
①
高
級
官

僚
で
は
大
司
教
の
自
由
な
任
命
と
罷
免
権
行
使
、
邦
外
貴
族
の
出
自
、
終
身
任
期
制
の
傾
向
、
中
央
高
級
官
僚
と
の
兼
職
の
傾
向
、

②
中
級
官
僚
で
は
一
五
五
〇
年
代
以
前
の
「
邦
属
貴
族
化
」
と
そ
れ
以
降
の
市
民
的
出
自
、
官
職
売
買
（
本
質
的
に
は
用
益
権
の
売

買
）
と
法
学
的
な
学
識
資
格
、
中
央
高
級
官
僚
と
の
兼
職
の
傾
同
、
③
ド
級
官
僚
で
は
市
民
的
出
自
、
実
質
的
な
官
職
売
買
、
首
都

官
僚
と
し
て
の
完
結
性
が
主
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
の
君
主
の
自
由
な
任
命
と
罷
免
権
（
解
約
告
知
権
）
、
官
職
用
益
権
の
売

却
と
終
身
任
期
制
（
の
傾
向
）
、
任
用
形
態
の
多
様
化
と
法
学
的
な
学
識
資
格
、
及
び
階
層
毎
の
官
職
の
在
り
方
の
相
違
、
首
都
官
僚

と
中
央
官
僚
と
の
人
的
癒
着
・
同
質
性
と
並
ん
で
、
上
述
の
、
詳
細
な
内
容
の
授
権
書
に
見
ら
れ
る
行
政
の
規
範
化
、
行
政
の
多
様

化
と
広
域
化
（
特
に
高
級
官
僚
の
場
合
）
、
給
与
の
多
様
性
（
貨
幣
、
穀
物
、
制
服
な
ど
）
が
近
世
　
　
な
い
し
そ
れ
へ
の
移
行
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

の
官
僚
制
の
特
質
で
あ
る
、
と
言
え
る
。
但
し
、
官
職
売
買
制
は
一
七
世
紀
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
特
質
を
有
し
た
官
僚
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
通
し
て
の
大
司
教
都
市
支
配
権
の
強
化
の
ド
、
領
邦
都
市
及
び
そ

の
構
成
組
織
は
も
は
や
「
中
間
権
力
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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（
7
1
）
　
拙
稿
「
一
五
世
紀
自
由
都
市
マ
イ
ン
ツ
に
お
け
る
都
市
君
主
権
の
構
造
」
（
『
法
制
史
研
究
』
二
七
、
一
九
七
八
年
）
、
七
九
一
八
0
頁
。

ド
イ
ツ
領
邦
絶
対
主
義
形
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程
に
お
け
る
中
間
的
諸
権
力

一
四
一



ド
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ツ
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対
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形
成
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程
に
お
け
る
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間
的
諸
権
力

一
四
．

（
7
2
）
　
拙
稿
「
一
五
世
紀
自
由
都
市
マ
イ
ン
ツ
に
お
け
る
都
市
君
駐
権
の
構
造
」
（
註
、

（
7
3
）
　
拙
稿
「
一
五
世
紀
自
由
都
市
マ
イ
ン
ツ
に
お
け
る
都
市
君
益
権
の
構
造
」
（
註
、

（
7
4
）
　
ハ
ン
ス
・
テ
ィ
ー
メ
著
、
久
保
正
幡
監
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
歴
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